
右
手
の
海
側
か
ら
襲
来
し
た
大
津
波
は
巨
大
防

潮
堤
を
乗
り
越
え
、
商
店
街
や
住
宅
を
破
壊
し

た
＝
２
０
１
１
年
３
月

日
、
宮
古
市
田
老

避難時に持つリュックサックの中身を確認
する佐々木トモさん。「揺れたら逃げる」
の防災意識の徹底を実践する＝岩泉町小本

　宮古市の東日本大震災の犠牲

者の行動を再現したサイトのデ

モ動画は、パソコンやスマート

フォンで見られます。スマホの

サイトは２次元バーコード（Ｑ

Ｒコード）からアクセスが可能

です。パソコンは岩手日報社ホ

ームページの震災関連のサイト（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｉｗ

ａｔｅ－ｎｐ．ｃｏ．ｊｐ／３１１ｓｈｉｎｓａｉ／ｓｈｉｎｓａｉ＿ｔｏｐ．ｈｔｍｌ） か

らアクセスできます。９日には角度や場所を自分で

操作できる特設サイトを全面公開します。

　
５
年
前
、
宮
古
市
田
老
の
自
宅
近
く
で
大
き

な
揺
れ
を
感
じ
た
佐
々
木
ト
モ
さ
ん
（

）
は
、

帰
宅
し
た
夫
正
夫
さ
ん
＝
当
時
（

）＝
に
避
難

を
促
し
た
。
だ
が
正
夫
さ
ん
は
頑
と
し
て
動
か

な
い
。
「
（
防
災
無
線
で
流
し
た
）
３
㍍
の
津

波
な
ら
心
配
な
い
」
。
そ
れ
が
理
由
だ
っ
た
。

　
津
波
は
高
さ

㍍
の
巨
大
防
潮
堤
を
越
え
て

夫
の
い
る
自
宅
を
押
し
流
し
た
。
説
得
を
諦
め

て
高
台
に
向
か
っ
た
佐
々
木
さ
ん
は
命
か
ら
が

ら
助
か
っ
た
。

　
「
あ
れ
は
い
い
も
の
で
、
悪
い
も
の
で
も
あ

る
」
。
立
派
な
Ｘ
型
防
潮
堤
に
守
ら
れ
て
い
る

安
心
感
か
ら
「
夫
を
含
め
て
住
民
に
油
断
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
感
じ
る
。
地
元
で
は
過
去

の
大
津
波
で
被
災
し
た
経
験
か
ら
毎
年
避
難
訓

練
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
「
参
加
し
な
い
人
を

中
心
に
犠
牲
に
な
っ
た
」
。
防
災
意
識
の
希
薄

化
が
被
害
に
つ
な
が
っ
た
と
も
見
る
。

　
３
年
前
、
長
男
が
暮
ら
す
岩
泉
町
小
本
に
自

宅
を
再
建
。
高
台
に
住
む
今
で
も
玄
関
近
く
に

薬
や
衣
類
な
ど
を
入
れ
た
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を

準
備
し
て
い
る
。
「
揺
れ
た
ら
逃
げ
る
の
が
基

本
。
津
波
は
い
つ
来
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
」

　
岩
手
日
報
社
と
首
都
大
学
東
京
の
渡
辺
英
徳
准
教
授

の
研
究
室
が
行
っ
た
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
の
行
動

再
現
で
、
宮
古
市
田
老
は
巨
大
防
潮
堤
へ
の
過
信
か
ら

自
宅
か
ら
動
か
な
い
人
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
強
い
地
震
が
あ
っ
た
ら
「
と
に
か
く
逃
げ
る
」
と

い
う
避
難
の
重
要
性
が
あ
ら
た
め
て
示
さ
れ
た
と
い
え

る
。
同
市
の
市
街
地
で
は

避
難
誘
導
中
に
犠
牲
と
な

っ
た
人
も
お
り
、
弱
者
支

援
の
ル
ー
ル
作
り
の
大
切

さ
が
見
え
て
き
た
。

　 田老の防潮堤 　高さ ㍍の三つの防潮堤を中

央部で接続し、「Ｘ型」としていた。旧防潮堤①は昭

和三陸大津波を受けて１９３４～ 年度に建設され、

長さは１３５０㍍、工事費は１億１５５３万円。新堤②は

チリ地震津波を受けて ～ 年度に建設され、５８

２㍍、１億２８００万円。新堤③は ～ 年度に建設

され、５０１㍍、３億８１７０万円。今回の震災による津

波では②の部分が倒壊した。倒壊は防潮堤の向き

や構造、維持管理不足によるコンクリートの劣化

など、複合的な要因が指摘されている。

　
「
万
里
の
長
城
」
と
も
呼

ば
れ
、
震
災
前
の
宮
古
市
田

老
に
と
っ
て
津
波
防
災
の
象

徴
で
も
あ
っ
た
「
Ｘ
型
」
の

巨
大
防
潮
堤
。
震
災
の
津
波

は
そ
れ
を
簡
単
に
乗
り
越

え
、
破
壊
し
た
。
だ
が
、
地

図
上
の
犠
牲
者
の
多
く
は
ほ

と
ん
ど
動
か
な
い
。
防
潮
堤

を
過
信
し
、
多
く
の
人
た
ち

が
逃
げ
な
か
っ
た
現
実
が
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
。

　
田
老
の
犠
牲
者

人
の
う

ち
、
津
波
襲
来
時
に
自
宅
ま

た
は
そ
の
付
近
に
い
た
の
は

・
２
％
。
沿
岸
全
体
の

・
９
％
と
比
較
す
る
と
際
立

っ
て
高
い
。

　
自
宅
で
犠
牲
と
な
っ
た
佐

々
木
正
夫
さ
ん
（

）
は
、
警

報
で
津
波
の
高
さ
を
聞
き
、

自
宅
に
と
ど
ま
っ
た
。
延
足

ハ
ツ
さ
ん
（

）
も
逃
げ
ず
に

家
の
２
階
か
ら
海
を
見
て
い

た
と
い
う
。
中
に
は
、
地
震

後
に
津
波
を
見
よ
う
と
防
潮

堤
に
上
っ
た
人
も
い
た
。

　
昭
和
三
陸
大
津
波
（
１
９

３
３
＝
昭
和
８
＝
年
）
を
受

け
て
、
順
次
整
備
が
進
め
ら

れ
た
高
さ

㍍
、
総
延
長
２

・４
㌔
の
防
潮
堤
。
犠
牲
と
な

っ
た
人
た
ち
は
、
旧
防
潮
堤

①
の
内
陸
側
の
ほ
か
、
旧
堤

と
新
堤
②
の
間
の
土
地
に
住

ん
で
い
た
。
防
潮
堤
建
設
に

よ
っ
て
皮
肉
に
も
広
が
っ
た

住
宅
地
。
だ
が
、
最
大

・
３

㍍
の
津
波
に
よ
っ
て
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
破
壊
さ
れ
た
。

　
「
こ
こ
は
大
丈
夫
だ
ろ

う
」
。
巨
大
防
潮
堤
が
、
海

と
陸
と
を
分
断
し
、
人
々
の

心
に
油
断
を
生
ん
だ
の
だ
ろ

う
。

　
震
災
前
、
田
老
の
市
街
地

は
碁
盤
の
目
に
整
備
さ
れ
、

高
台
に
向
か
っ
て
道
路
が
放

射
線
状
に
延
び
る
な
ど
、
「
避

難
」
を
重
視
し
た
構
造
に
な

っ
て
い
た
。
だ
が
、
犠
牲
者

で
地
震
後
に
す
ぐ
避
難
し
た

の
は

％
に
す
ぎ
な
い
。
防

潮
堤
が
「
逃
げ
る
」
と
い
う

最
も
重
要
な
行
動
を
鈍
ら
せ

て
し
ま
っ
た
。

　
さ
ら
に
震
災
前
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
劣
化
を
指
摘
す
る

声
も
出
て
い
た
。
そ
の
懸
念

通
り
、
強
力
な
津
波
は
、
新

防
潮
堤
②
の
ほ
と
ん
ど
を
破

壊
し
た
。

　
甚
大
な
被
害
は
、
大
津
波

の
際
は
防
潮
堤
が
避
難
ま
で

の
時
間
を
稼
ぐ
効
果
し
か
な

い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

「
津
波
太
郎
（
田
老
）
」
の

異
名
で
、
津
波
防
災
の
先
進

地
と
し
て
有
名
だ
っ
た
田
老

が
示
す
教
訓
は
重
い
。

　
震
災
後
、
県
内
で
は

㍍

以
上
の
巨
大
防
潮
堤
が
各
地

で
造
ら
れ
て
い
る
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
耐
用
年
数
は

年

と
さ
れ
る
。
構
造
物
は
確
実

に
劣
化
が
進
む
。だ
が
、津
波

を
恐
れ
る
そ
の
「心
」
ま
で
風

化
を
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

（
亡
く
な
っ
た
人
の
年
齢
は

当
時
）

（第３種郵便物認可） ２０１６年（平成２８年）３月８日（火曜日）特 集（１７）
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アノテーション=正常終了！
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本州最東端の宮古市。海だけでなく、内
陸の盛岡市まで接する山間部も広がる

　【調査方法】震災犠牲者の生きた

証しを残す企画「忘れない」の取材

に協力いただいた遺族に本社記者が

面談と郵送で実施。昨年 月６日か

ら今年１月 日までに遺族１５４９人か

ら回答を得て、犠牲者２１３５人を分析

した。地震発生時と津波襲来時にい

た場所が判明した１３２６人は避難行動

を再現。遺族の了解を得た６８７人（男

性２９６人、女性３９１人）は実名で掲載し

た。地図は国土地理院の航空写真を

利用している。県内の死者・行方不

明者は５７９６人。「忘れない」では３４

２８人を掲載している。

　

宮
古
市

　
リ
ア
ス
海
岸
の
北
端
に
位
置
し
、
重
茂
（お
も
え
）
半
島
が
市
街
地
を
覆
う
よ
う
に

延
び
て
宮
古
湾
を
形
成
し
て
い
る
。
総
面
積
は
県
内
市
町
村
で
最
大
。
平
地
が
少
な
く
、
森
林
が

約
９
割
。
東
日
本
大
震
災
で
は
沿
岸
の
田
老
、
宮
古
、
重
茂
の
３
地
域
が
被
災
し
死
者
４
２
０
人
、

不
明

人
。
田
老
地
域
で
は
津
波
が
「
万
里
の
長
城
」
と
例
え
ら
れ
た
Ｘ
型
の
巨
大
防
潮
堤
を
越

え
、
市
内
最
多
の
１
８
１
人
が
犠
牲
に
。
宮
古
広
域
生
活
圏
の
核
と
な
る
宮
古
地
域
の
中
心
市
街

地
に
も
津
波
が
押
し
寄
せ
、
１
階
部
分
が
水
没
し
た
市
役
所
本
庁
舎
は
Ｊ
Ｒ
宮
古
駅
南
側
に
移
転

に
な
る
計
画
だ
。
重
茂
地
域
で
は
水
産
業
施
設
が
被
災
し
、
道
路
損
壊
な
ど
で
集
落
が
孤
立
し
た
。

　
宮
古
市
で
犠
牲
者
が
津

波
に
遭
っ
た
位
置
を
年
代

別
に
色
分
け
し
て
地
図
上

に
分
布
す
る
と
、

歳
以

上
が
圧
倒
的
に
多
い
。
比

較
的
海
か
ら
距
離
の
あ
る

場
所
で
津
波
に
巻
き
込
ま

れ
た
人
が
多
い
の
も
特
徴

だ
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
沿

岸
全
域
で
高
齢
層
ほ
ど
自

宅
な
ど
に
と
ど
ま
り
避
難

し
な
か
っ
た
傾
向
が
み
ら

れ
る
。
宮
古
市
は
特
に
顕

著
で
、
同
市
内
で
犠
牲
に

な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て

い
る
１
４
４
人
の
う
ち
、

「
避
難
し
な
か
っ
た
」
の

は

代

・
４
％
（
沿
岸

全
域

・
７
％
）
、

代

・
４
％
（
同

・
７
％
）
。

代
は

・
７
％
（
同

・
８
％
）
に
上
っ
た
。

　
「
一
人
で
は
歩
け
な
か

っ
た
」
な
ど
自
力
避
難
が

難
し
く
避
難
を
諦
め
た

り
、
チ
リ
地
震
津
波
（
１

９
６
０
年
）
で
は
大
き
な

被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
、
過
去
の
経
験
か
ら
油

断
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ

た
。

　
一
方
、
壮
年
層
は
す
ぐ

に
避
難
せ
ず
、
「
何
ら
か

の
行
動
を
取
っ
て
か
ら
避

難
し
た
」
割
合
が
高
い
。

代
は

・
５
％
（
同

・
６
％
）
、

代
は

・

２
％
（
同

・
１
％
）で
、

避
難
の
手
伝
い
や
家
族
の

迎
え
な
ど
、
津
波
避
難
の

基
本
で
あ
る
「
て
ん
で
ん

こ
」
が
で
き
な
い
実
態
が

浮
か
び
上
が
っ
た
。

　
避
難
で
き
な
い
人
の
命

を
守
る
地
域
の
体
制
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

高
齢
層
の
避
難
意
識
を
ど

う
高
め
る
か
も
課
題
に
な

る
。

　
宮
古
市
の
市
街
地
で
は
高

齢
者
や
患
者
ら
災
害
弱
者
を

津
波
か
ら
救
お
う
と
浸
水
域

に
向
か
い
、
亡
く
な
っ
た
人

が
い
た
。
要
援
護
者
と
一
緒

に
避
難
中
に
巻
き
込
ま
れ
、

犠
牲
に
な
っ
た
人
も
み
ら
れ

た
。

　
宮
古
署
の
警
察
官
村
上
洋

巳
さ
ん
（

）は
上
司
と
本
署

か
ら
パ
ト
カ
ー
で
港
町
交
番

に
向
か
い
、
拡
声
器
で
住
民

を
避
難
誘
導
。
救
急
車
で
県

立
宮
古
病
院
に
搬
送
中
の
急

病
人
を
２
階
建
て
の
ア
パ
ー

ト
に
避
難
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
た
際
に
津
波
が
襲
っ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
殉
職
し

た
警
察
官
の
多
く
は
避
難
誘

導
、
被
害
情
報
の
収
集
中
に

被
災
し
、
本
県
で
は
村
上
さ

ん
を
含
む

人
が
命
を
落
と

し
た
。

　
人
を
救
う
公
的
職
務
を
担

う
警
察
官
以
外
に
も
、
家
族

を
救
う
た
め
に
犠
牲
に
な
っ

た
住
民
も
い
た
。

　
地
震
発
生
時
、
山
側
の
自

宅
に
い
た
佐
々
木
靜
子
さ
ん

（

）
は
母
を
介
護
す
る
た

め
、
海
側
に
あ
る
実
家
に
車

を
走
ら
せ
て
犠
牲
に
。
足
が

不
自
由
だ
っ
た
鳥
居
桂
子
さ

ん
（

）は
揺
れ
が
収
ま
る
の

を
待
っ
て
避
難
し
た
が
間
に

合
わ
ず
、
一
緒
に
い
た
息
子

と
流
さ
れ
た
。

　
宮
古
市
で
は

・
４
％
が

災
害
時
要
援
護
者
と
共
に
避

難
し
て
被
災
。
県
内
の
犠
牲

者
で
地
震
後
に
家
族
や
知
人

の
避
難
を
手
伝
っ
た
り
誘
導

し
た
り
し
た
人
は

・
４
％
、

家
族
や
知
人
を
迎
え
に
行
っ

た
人
が
８
・
６
％
い
た
。

　
地
震
発
生
か
ら
津
波
が
到

来
す
る
ま
で
の
短
時
間
で
、

災
害
弱
者
だ
け
で
な
く
、
支

援
す
る
側
の
犠
牲
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
上
で
要
と
な
る

の
は
地
域
防
災
力
の
強
化

だ
。

　
高
齢
化
に
伴
い
、
災
害
時

に
助
け
が
必
要
と
な
る
人
は

ま
す
ま
す
増
え
る
。
国
が
市

町
村
に
作
成
を
義
務
化
し
た

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

活
用
だ
け
で
な
く
、
普
段
か

ら
の
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
声
掛
け
な
ど

を
通
し
た
共
助
の
実
践
こ
そ

が
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を

守
る
近
道
に
な
る
。
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